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小さな力が

、

初 期 消 火 訓 練 で バ ケツ

リレーに参力回した住民。

一 人 の 小 さ な 力 で も み ご、

となチームフ。レーで火を

消すこと力噂できました。

、

ノ
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広報‘うみ（2）

黒
い
ダ
イ
ヤ
と
言
わ
れ
て
い
る
シ

ジ
ミ
貝
。
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
八

月
お
盆
前
、
中
の
島
シ
ジ
ミ
漁
を
取

材
し
ま
し
た
。
十
三
漁
協
荷
捌
き
場

前
桟
橋
で
は
沖
合
い
か
ら
漁
を
終
え

た
舟
が
ぞ
く
ぞ
く
と
駆
け
つ
け
て
き

て
ネ
ッ
ト
に
入
っ
た
シ
ジ
ミ
を
お
い

て
い
き
ま
す
。

今
日
の
漁
獲
量
は
一
世
帯
均
一
四

○
随
○
粒
の
そ
ろ
っ
た
大
き
な
シ
ジ

ミ
で
す
。
水
揚
げ
さ
れ
た
シ
ジ
ミ
は

入
札
に
よ
り
仲
買
に
買
い
取
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
か
ら
ス
ー
パ
ー
等
に
小
売

さ
れ
、
各
家
庭
の
食
卓
に
上
り
ま
す
。
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…
シ
ジ
ミ
は
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
や
タ
ウ

リ
ン
を
多
量
に
含
み
、
肝
臓
病
や
、

黄
疸
、
ボ
ケ
な
ど
に
も
よ
い
と
い
わ

れ
る
栄
養
価
の
高
い
食
品
で
す
。
青

森
県
内
の
食
卓
に
の
ぼ
る
シ
ジ
ミ
は

ほ
と
ん
ど
十
三
湖
産
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
ま
で
は
、
市
浦
村
の
基
幹

産
業
の
主
流
を
占
め
て
い
ま
す
。

シ
ジ
ミ
に
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素

が
評
価
さ
れ
、
手
軽
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
加
工
品

が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ジ
ミ
ラ

ー
メ
ン
、
シ
ジ
ミ
ド
リ
ン
ク
、
シ
ジ

ミ
味
噌
、
佃
煮
な
ど
は
特
に
人
気
の

あ
る
商
品
で
す
。
二
日
酔
い
の
効
果

も
認
め
ら
れ
て
お
り
多
く
の
人
に
愛

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
癖鑿鑿篝

漁
を
終
え
て

、
－

船
か
ら
荷
上
げ
さ
れ
る
シ
ジ
ミ

』
＆

入
札
の
様
子

歩錘
＝

塵
唖

裳



広報乙うら(3)

お
い
し
い
Ⅱ
無
料
試
食
会

獅
ｙ
Ⅶ
ゞ
－

無
料
シ
ジ
ミ
と
り
体
験

I

唾
＝

こ
の
日
の
総
漁
量
は
二
○
八
八
鞄

大
漁
祈
願
祭
（
シ
ジ
ミ
供
養
）

ｎ
組
合
長
に
聞
く
▼

園
夕
刊
の
明
鏡
欄
で
三
百
円
払
っ

て
い
る
の
に
稚
貝
だ
ら
け
と
言
う

記
事
を
見
ま
し
た
か
。

「
は
い
、
見
ま
し
た
。
今
年
は

我
々
プ
ロ
で
も
と
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

漁
独
量
が
少
な
く
て
大
変
な
ん
で
す

よ
。
」

囹
な
ぜ
と
れ
な
い
の
か
？

「
気
候
の
関
係
で
し
ょ
う
。
」

囮
で
も
今
年
は
こ
ん
な
に
暑
か
っ
た

の
に
？

「
い
や
春
先
の
気
温
が
低
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
育
つ
時
に
低

温
が
続
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
影

響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。
」

囹
今
後
の
展
望
は
？

「
私
た
ち
は
質
の
良
い
シ
ジ
ミ
貝

を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
努
力
を
し
て

い
る
。
例
え
ば
湖
底
の
掃
除
な
ど
も

そ
の
一
つ
。
こ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な

物
が
流
れ
着
く
。
見
て
く
だ
さ
い
よ
◎

あ
ん
な
に
あ
る
の
で
す
よ
。
ま
た
、

去
年
の
セ
バ
ト
沼
、
今
年
の
シ
ジ
ミ

の
森
の
植
樹
な
ど
も
良
質
の
シ
ジ
ミ

識
一目鐸

組
ー一一

工藤伍郎さん

を
育
て
よ
う
と
い
う
目
的
で
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
漁
師
の
目
標

は
、
消
費
者
に
間
違
い
な
く
安
全
で
、

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
シ
ジ
ミ
貝
を

供
給
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
努
力
は
惜
し
み
ま

せ
ん
。
」

圏
遊
猟
地
域
に
つ
い
て
今
後
の
考
え

を
お
間
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
資
源
確
保
の
た
め
全
部
禁
猟
区

に
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
県
の
指
導
で
ど
う
し
て
も
遊

猟
地
区
を
設
け
て
欲
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
難
し
い

問
題
で
す
。
三
百
円
で
袋
い
っ
ぱ
い

と
っ
て
い
く
人
も
い
る
わ
け
で
し
よ
。

捕
れ
な
い
人
は
不
満
が
あ
る
し
…
。

こ
れ
は
村
、
組
合
な
ど
関
係
機
関
で

考
え
て
い
く
べ
き
問
題
で
す
。
」

湖
底
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
山

し4 十三漁協シジミ販売取扱実績(らケ年）
単価

857

金額

1,120,8111.139,810

數壼 一(円）＝(千円）

ロ■■

-(kg)

1節619,110

-日

1qOOO

800

600

400

200

0

1.400

1.200

1.000

800

600

400

200

0

2.000
８２３ｑ

戸
ｈ
》

『
Ｊ
ｆ

『
〃
，

．
’
、
■
副
１

1,658,551

Ｑ
》
Ｉ

【
。

Ｑ
》０６１４日１

１
1.500 ６７６－1.3289570

ﾛ凸

停i
I】
!..:[i

･･･i'""I･－ ト

457

零
1.000 ｌ

‐
Ｌ
峠
脾
臓
」

408
－ －

￥

1
1、.鼓

I〆
ら一一一

鶴
i‐

｜、

遭蕊ﾐ
ｰみ

；§・孔

500

i箪雷
我
碑
瑠画

I,rII
l

画一''1 舎置一＝，

0
H11年H12年H13年H14年H15年H11年H12年H13年H14年H15年H11年H12年H13年H14年 H15年



広報多うち（4）
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一

一

十
三
の
砂
山
ま
つ
り
が
八
月
十
四

日
、
十
五
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
流
し
踊
り
、
山
車
運
行
の
他
、

お
祭
り
広
場
で
は
ち
び
っ
こ
縁
日
、

深
見
弘
子
一
座
に
よ
る
公
演
が
祭
り幽玄の美が漂う十 の砂山踊り二二

傷
脚
兀
地
区
》

【
相
内
地
区
】

し
う
ら
ね
ぶ
た
ま
つ
り
が
八
月
十

六
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大
型
ね

ぶ
た
運
行
、
市
浦
天
龍
風
神
に
よ
る

よ
さ
こ
い
踊
り
に
加
え
て
秋
田
県
か

ら
の
小
さ
な
お
客
様
が
祭
り
に
花
を

添
え
ま
し
た
。
お
盆
で
帰
省
中
の
人

た
ち
や
、
住
民
が
ふ
る
さ
と
の
短
い

夏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

蕊磯
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

五
穀
豊
概
を
願
い
旧
暦
八
月
一
日

（
九
月
十
三
日
、
十
四
日
）
に
行
な

わ
れ
た
お
山
参
詣
。
前
夜
祭
は
あ
い

に
く
の
雨
と
な
り
市
浦
分
校
体
育
館

で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
翌
日
は
雨
も

晴
れ
、
サ
イ
ギ
、
サ
イ
ギ
の
掛
け
声

と
と
も
に
、
御
幣
や
供
物
を
手
に
頂

上
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

禰
壺了口

斑

總蓑劇（
j

"謎

ワッショイ！ワッショイ！

十三子ども会もねぶたに参加秋田県五条目のボーイスカウ|､の皆さん

《

大型ねぶたが堂々と

巴■…、ロー一…亘理gFP

高校生も参加 十三の砂山をモチーフにしたよさこい踊り

’
境内には笛や太鼓の音がこだましました！



(5)広報しうら

九
月
十
二
日
、
相
内
地
区
を
対
象

に
市
浦
中
学
校
校
庭
に
於
い
て
、
平

成
十
六
年
防
災
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
訓
練
は
、
村
の
防
災
計
画
に

基
づ
い
て
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
、

火
災
、
車
両
事
故
を
想
定
し
た
各
種

訓
練
に
よ
り
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
の
防
災
活
動
が
迅
速
、
的
確
に
で

き
る
よ
う
訓
練
す
る
と
と
も
に
、
村

民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。初

期
消
火
訓
練
で
は
村
民
に
よ
る

鱗 鷺
＃

蓬ー

濁
,ー

ｰ

鐘

～
十
六
年
市
浦
村
防
災
訓
練
～

厩､睦塾職懲詞弓手
一凸'

蕊 一一
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」一

災害対策本部では被害状況の確認が行われた。

バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
や
、
子
ど
も
会
、
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
員
が
多
数
参
加
し
消

火
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
県
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
し
ら
か
み
」
に
よ
る

被
災
者
救
出
訓
練
で
は
逃
げ
遅
れ
た

被
災
者
を
無
事
救
出
し
ま
し
た
。
日

赤
奉
仕
団
相
内
分
団
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
で
は
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
が
二

百
食
分
用
意
さ
れ
訓
練
後
の
昼
食
と

な
り
ま
し
た
。

訓
練
は
ど
れ
も
迅
速
、
的
確
に
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
職
員
等
に
よ
る
寸
劇

が
行
な
わ
れ
、
救
急
患
者
が
出
た
場避難住民受付訓練

合
の
応
急
処
置
の
仕
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

今
年
は
す
で
に
台
風
に
よ
る
被
害

が
各
地
で
出
て
死
傷
者
も
出
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
自
然
災
害
に
対
処
す
る

た
め
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
べ
く

訓
練
等
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

震

国

遙

被害状況受信村民によるバケツリレー
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逃げ送れた人が、県防災ヘリコプター

「しらかみ」に無事救助されました 大変おいしかったです。訓練後の昼食会豚汁を盛りつけする奉仕団員
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垂

嬢
迩
溌
誕
竺
《
■
三
誓
《
｜
〕
ｔ
〃
濤
一

郵
一◆

会
員
暦
》
オ
ー
プ
ン
当
初
よ
り

（
二
○
○
○
年
十
一
月
）

◆
利
用
頻
度
》
週
二
回

◆
利
用
時
間
二
回
約
二
時
間

＊
＊
＊

『
変
形
性
膝
関
節
症
で
毎
週
病
院

に
通
っ
て
電
気
を
当
て
て
た
ん
だ
け

ど
、
海
遊
館
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
い
つ
の
ま
に
か
二
週
間
に
一
回

し
か
行
か
な
く
な
っ
て
電
気
も
当
て

な
く
て
も
大
丈
夫
に
な
っ
た
よ
。
』

と
、
葛
西
さ
ん
。

海
遊
館
は
マ
イ
ペ
ー
ス
に
週
二
回

程
度
の
利
用
で
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
、
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
感
覚
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
膝
の
痛
み
も
無
く
、
毎
日
の
畑

仕
事
な
ど
に
忙
し
く
活
動
的
に
過
ご

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
海
遊
館
に
来

《
脇
元
在
住
》

葛
西
チ
ヨ
エ
さ
ん
（
鍋
歳
）

（

る
こ
と
意
外
で
健
康
に
気
遣
っ
て
い

る
事
は
？
と
聞
く
と
『
毎
朝
魚
を
食

べ
る
事
と
、
四
年
前
か
ら
玄
米
を
食

べ
て
る
よ
。
そ
れ
と
お
い
し
い
物
を

食
べ
る
こ
と
！
』
と
言
い
切
る
葛
西

さ
ん
。
肩
肘
張
ら
ず
無
理
な
く
楽
し

く
が
葛
西
さ
ん
の
元
気
の
源
な
の
か

な
と
感
じ
ま
し
た
。

海
遊
館
は
皆
様
の
無
理
な
く
楽
し

い
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

動
上■･■

職臘繍
指
の
体
操
。
で
き
る
か
な
７

側
~

〃

蕊蝿 澱
蜘
撫
蝋

■

▽9

蕊 蕊”
『-q，

圭一-.-＝ユ認
『鑑

窪淡

十
一
月
で
海
遊
館
は
四
周
年
を
迎

え
ま
す
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
皆
様

を
お
待
ち
し
て
い
ま
～
す
。

十
月
三
十
日
出
～
十
一
月
七
日
㈲

の
九
日
間
、
イ
ベ
ン
ト
週
間
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
セ
ー
ル
や
お
得

な
サ
ー
ビ
ス
満
載
。

十
月
三
十
日
出
、
三
十
一
日
側
は

ふ
る
さ
と
祭
り
に
出
店
、
お
買
い
得

な
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
致
し
ま
す
。

そ
し
て
十
一
月
六
日
山
、
七
日
㈲

は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
今
年
も
や
り
ま

す
１
．
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
恒
例
の
シ
ン

ク
ロ
や
水
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な

ど
な
ど
涙
有
り
、
笑
い
有
り
海
遊
館

の
四
周
年
。
み
ん
な
で
楽
し
く
盛
り

上
が
り
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
れ
か
ら
も
海
遊
館
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

’

3周年シンクロにて、

今年はどんな技がでるのか!？ 鞄

､①届
ヒババンジエ､バンダルゴ半額通常2,000円今1,000円■10月4日

■11日
q18日
d25日

I

’

運動プログラム無料開

バンジェバス半額通

アルゴパック半額通

放

通常1,500＝●750円

通常3,000円二'1，500円
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九
月
五
日
側
、
青
森
市
に
お
い
て
、

第
十
二
回
市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競

走
大
会
が
県
内
六
十
六
市
町
村
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
、
ア
ス
パ
ム
前
か

ら
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
ま

で
の
三
三
・
八
伽
の
八
区
間
を
タ
ス

キ
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
序
盤
、
総
合
の
部
で
四

健
闘
及
ば
ず

第
岨
回
市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競
走
大
会

十
七
位
（
村
の
部
で
十
一
位
）
に
順

位
を
つ
け
る
も
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
の

展
開
に
徐
々
に
遅
れ
を
と
り
、
最
後

は
昨
年
よ
り
順
位
を
ひ
と
つ
上
げ
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
各
区
間
の
走
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
第
一
区
市
沢
広
俊

（
陸
上
自
衛
隊
八
戸
）

▼
第
二
区
柏
谷
壮
一
郎

（
市
浦
中
三
年
）

▼
第
三
区
鳴
海
好
秀

（
市
浦
村
役
場
）

▼
第
四
区
湊
平
大

（
中
里
高
一
年
）

今
大
会
の
選
手
・
役
員
団

九
月
二
十
五
、
六
日
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
、
第
二
十
九
回
ト
リ
ム
野

球
大
会
（
市
浦
村
教
育
委
員
会
主
催
）

が
山
村
広
場
、
市
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
当
村
の
市
浦
中

学
校
、
市
浦
野
球
ク
ラ
ブ
を
含
め
、

近
隣
の
五
町
村
か
ら
小
学
校
九
校
、

中
学
校
四
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
村
元
孝
史
く
ん

（
市
浦
小
六
年
）
が
力
強
く
選
手
宣

誓
を
行
い
、
そ
の
後
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
校
の
部
は
、
一
日
目
の
み
の

開
催
で
、
市
浦
中
が
初
戦
の
小
泊
中

に
大
逆
転
勝
ち
で
勝
利
を
収
め
る
も
、

決
勝
で
は
力
及
ば
ず
金
木
中
に
敗
れ

ま
し
た
。
小
学
校
の
部
で
は
、
市
浦

野
球
ク
ラ
ブ
が
二
日
目
の
決
勝
ま
で

勝
ち
進
み
、
金
木
ク
ラ
ブ
を
相
手
に

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
優
勝
旗
は
逃

し
ま
し
た
が
、
両
チ
ー
ム
の
選
手
、

父
母
ら
応
援
団
か
ら
は
涙
が
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
感
動
的
で
、
心
に
残
る
一
戦

と
な
り
ま
し
た
。

▼
第
五
区
佐
々
木
優
佳

（
市
浦
中
二
年
）

▼
第
六
区
古
川
純

（
蟹
田
森
林
事
務
所
）

▼
第
七
区
秋
田
亜
里
美

涙
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
（
小
学
校
の
部
）

第
朗
回
ト
リ
ム
野
球
大
会

（
弘
前
福
祉
短
期
大
二
年
）

▼
第
八
区
山
崎
俊

（
市
浦
中
三
年
）

◆
総
合
順
位
六
十
四
位

◆
村
の
部
順
位
二
十
二
位

村
内
の
小
、
中
学
校
の
主
な
結
果

と
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
小
学
校
の
部
｝

▼
二
回
戦

市
浦
ク
９
１
２
武
田
ク

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

▼
準
決
勝

市
浦
ク
過
ｌ
２
中
里
北
光
ク

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

▼
決
勝

準優勝の市浦野球クラブ

市
浦
ク
４
０
０
０
０
０
０
ｌ
４

金
木
ク
０
０
０
０
０
１
４
－
５

（
市
）
工
藤
康
敬
ｌ
松
橋
僚
汰

釜
）
伏
見
、
伊
丸
岡
ｌ
山
田

◎
本
塁
打
成
田
佳
史
（
市
）

◎
三
塁
打
工
藤
康
敬
（
市
）

◎
二
塁
打
丸
山
湧
輔
（
市
）

一
中
学
校
の
部
｝

▼
一
回
戦

市
浦
中
ｕ
ｌ
ｍ
小
泊
中

▼
決
勝

市
浦
中
１
０
１
０
０
０
０
－
２

金
木
中
０
４
２
１
２
０
×
－
９

（
市
）
新
岡
詳
久
ｌ
中
井
怜

（
金
）
白
川
ｌ
山
田

◎
二
塁
打
中
井
怜
（
市
）

【
個
人
賞
一

★
敢
闘
賞

村
元
孝
史
（
市
浦
ク
）

松
橋
宏
樹
（
市
浦
中
）繊

準優勝の市浦中学校
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＝

一
‐
中
世
十
三
湊
の
世
界
ｌ
よ
み
が

え
る
北
の
港
湾
都
市
ｌ
生
青
森
県
市

浦
村
〔
編
集
〕
・
千
田
嘉
博
〔
編
集
協

力
〕
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
書
は
二
○
○
○
年
十
月
二
十
二

日
に
五
所
川
原
市
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
十
三

湊
遣
跡
発
掘
十
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
記
録
集
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
市
浦
村
で
は
十
三
湊
遺
跡
の
発

◆

■
Ｄ
ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
，
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｂ
ト
ー
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ

１
１
Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ
二
日
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ト
ー
Ⅱ
Ｕ
‐
Ｉ
Ｉ
ｉ
０
０
Ｕ
い
，
Ｂ
Ｄ
Ｉ
，
Ⅱ
１
Ⅱ
や
Ⅱ
り
み
０
‐
Ｉ
１
９
ｑ
■
Ｐ
ｌ
ｊ
‐
１
０
１
１

／

樹
鰯

織
駕
幽
玲
ゞ
・
‐
ん
恥
洋
僻

萱
霊
智
職

鰯掘
調
査
が
十
年
に
及
び
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
成
果
を
村
民
県
民
に
公
表

す
る
た
め
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め

た
も
の
を
中
心
に
本
書
が
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
諸
般
の
事
情
で
本

書
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
長
い
年
月

を
要
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

近
年
の
調
査
成
果
も
新
た
に
取
り
入

れ
、
十
三
湊
の
最
新
情
報
を
掲
載
し

■

髄

頓

ｂ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
Ｉ
ｌ
ｈ
ｌ
ｊ
仇
多
１
１
０
脳
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
般
市

民
向
け
の
書
籍
を
よ
う
や
く
刊
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
十
三

湊
遺
跡
の
国
史
跡
指
定
に
向
け
て
ま

す
ま
す
弾
み
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

本
書
は
十
三
湊
迩
跡
の
発
掘
調
査

の
成
果
を
中
心
に
、
十
三
湊
を
取
り

巻
く
歴
史
的
環
境
を
浮
き
彫
り
に
す

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
浦

村
．
十
三
湊
を
理
解
す
る
上
で
必
読

書
と
な
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

画 彊

○本の規格：46版（縦188ミリ×横131ミ

○総ページ：345ページ

○定価：2,520円（税込み）

'お問い合わせ（購入希望者は下記へ）

市浦村教育委員会冠0173-62-2111

リ）

(代表）

●
本
書
ゆ
目
吹
と
内
容
Ｕ

◆
閉
会
あ
い
さ
つ
・
…
・
・
…
・
・
・
…
…
為

◆
実
行
委
員
一
枚
あ
い
さ
つ
：
：
：
…
村
越
潔

◆
税
辞
．
：
：
：
…
：
：
．
…
…
…
渦
原
覺
孝

◆
將
別
講
痕

『
十
三
濃
遺
跡
発
掘
調
査
十
年
」

雇
井
追

『
中
世
の
、
１
要
捲
三
津
七
猿
の
汎
状
を
十
三
濃
』

坂
井
秀
称

『
、
審
藤
氏
ぞ
金
雇
造
丈
化
財
』

肱
藤
仁

◆
十
三
陵
の
都
市
構
造
ぞ
変
造

『
発
掘
調
査
十
年
の
成
果
か
、
と

榊
原
磁
高

『
十
三
陵
遺
跡

姥
嫁
邦
・
師
屋
地
区
・
植
林
寺
の
調
査
』

鈴
木
紅
子

『
推
更
家
臣
団
屋
敷
地
区
の
椛
桐
」

エ
藤
忍

『
庵
川
域
跡
の
発
掘
調
査
」

前
川

要

『
解
説
Ⅱ
新
た
ｒ
十
三
擴
像
の
出
汎
』千

切
嘉
博

『
中
世
ロ
マ
ン
の
里
市
浦
村
』

市
浦
村

本
書

内
〃

鯵

三

一一－
■

よみがえる北の港湾都市

､P
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八
月
二
十
二
日
⑧
ピ
ン
コ
ロ
館
前

駐
車
場
で
「
青
い
森
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
の
つ
ど
い
Ｉ
Ｎ
し
う
ら
」
が
行
な

わ
れ
各
地
か
ら
十
チ
ー
ム
の
よ
さ
こ

い
チ
ー
ム
が
集
ま
り
ま
し
た
。
開
会

に
先
立
ち
、
高
松
隆
三
村
長
が
「
合

併
し
て
も
こ
れ
が
最
後
と
な
ら
な
い
。

よ
さ
こ
い
で
交
流
を
広
げ
て
欲
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

市
浦
村
の
天
龍
風
神
の
十
三
の
砂

今
隼
も
観
零
警
鐙
了

青
い
森
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
つ
ど
い
．
、
し
う
ら

山
の
「
静
」
よ
さ
こ
い
の
「
動
」
を

組
み
合
わ
せ
た
み
ご
と
な
踊
り
に
大

勢
の
観
客
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
ま

た
各
チ
ー
ム
の
独
自
な
踊
り
は
大
勢

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
友
情
参
加
で
訪

れ
た
「
江
差
追
分
か
も
め
の
会
」
は

市
浦
村
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
天
龍

風
神
」
と
一
緒
に
よ
さ
こ
い
を
披
露

し
、
息
の
あ
っ
た
み
ご
と
な
踊
り
に

息がぴったりの「天龍風神」「江差かもめの会」

会
場
か
ら
の
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。
こ
の
踊
り
は
六
月
に
札
幌

で
開
か
れ
た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
に
両
チ
ー
ム
合
同
で
披
露

し
た
も
の
で
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
北
海
道
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
江
差
も
ち
つ
き
ぱ
や
し
」
の
郷
土

芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に

つ
い
た
も
ち
も
観
客
に
配
ら
れ
二
重

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
り
、
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
同
日
会
場
で

は
物
産
店
も
開
催
さ
れ
市
浦
村
の
物

産
や
、
北
海
道
特
産
の
「
ぬ
か
ぼ
っ

け
」
「
ぬ
か
に
し
ん
」
な
ど
が
販
売

さ
れ
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

最後は総踊りで盛り上がりました

＊＊監生＊＊＊＊＊劣溌＊＊＊溌劣溌悲驚礎龍紬露
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
溌
瀦
溌
溌
劣
劣
溌
溌
溌
溌
溌
蒋
塞
溌
溌

龍
劣
溌
撫
劣
詫
詫
閑
溌
溌
詫
劣
詣
溌
劣
“

ジャガイモを措安で
たからっ号 I

～ニコニコ会～
｡～

渓凸

ニ
コ
ニ
コ
会
員
が
、
今
年

も
悠
遊
郷
、
ア
ト
ム
保
育
園

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
格
安
で
提

供
し
ま
し
た
。
会
員
に
よ
る

と
今
年
は
去
年
と
違
い
、
な

ぜ
か
小
さ
い
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
暑
さ
の
中
会
員
が
手

入
れ
し
て
育
て
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
で
す
。
小
ぶ
り
で
も
味
の

ほ
う
は
ホ
ク
ホ
ク
し
て
大
変

お
い
し
い
そ
う
で
す
。

ななみ

萬谷七海ちゃん
あき て る

奈良瑛晃ちゃん
睦さん（お母さん）

|’
|’

》９

’
毎
ｐ
鍋
鋤
ｐ
１
０
‐
Ｊ
■
角
唾
戯
１
師 龍＊＊鈎噛溌溌溌溌鈎沸携溌溌溌鞠溌
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●
木
村
昭
広
さ
ん

木
村
さ
ん
は
木
造
町
出
身
。
え
っ
、

で
も
な
ぜ
こ
こ
で
シ
ジ
ミ
漁
を
？
「
関

東
地
方
で
十
七
年
間
会
社
へ
勤
務
し

て
い
た
が
両
親
の
面
倒
を
見
る
た
め

帰
郷
し
ま
し
た
。
縁
が
あ
っ
て
こ
の

市
浦
村
十
三
に
来
る
こ
と
に
な
り
、

シ
ジ
ミ
漁
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
シ
ジ
ミ
漁
は
慣
れ
ま
し
た
か
の

問
い
に
「
ポ
チ
ポ
チ
で
す
。
最
初
は

と
ま
ど
い
も
あ
り
ま
し
た
が
今
は
、

大
体
慣
れ
ま
し
た
。
先
輩
方
の
お
か

げ
で
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
日
焼
け
し
た
顔
が

す
が
す
が
し
い
青
年
で
し
た
。
さ
ら

に
今
秋
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と
も
付

け
加
え
「
今
一
番
幸
せ
な
男
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
写
真
顔
も

に
っ
こ
り
で
し
た
。

●
柳
谷
榮
さ
ん

こ
ち
ら
も
漁
を
終
え
て
ち
ょ
っ
と

一
息
。
漁
を
終
え
た
後
の
い
つ
ぷ
く

は
ほ
っ
と
す
る
瞬
間
で
す
ね
。
と
の

問
い
に
「
そ
う
だ
な
」
と
こ
ち
ら
も

シ
ジ
ミ
漁
を
終
え
、
一
段
落
し
た
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
さ
っ
そ
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

に
っ
こ
り
。
今
年
の
漁
は
い
か
が
で

す
か
？
の
問
い
に
「
今
年
は
だ
め
だ

な
」
と
少
し
が
っ
く
り
の
様
子
を
み

せ
る
も
す
ぐ
に
仲
間
と
の
雑
談
に
加

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

震
可
る
み
ｈ

》
●
●

耳

口
●
秒言

っ
て
話
鰯獄柳谷榮さん(右）木村昭広さん(左）
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日
本
人
の
平
均
寿
命
が
伸
び
た
現

在
、
老
後
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
が
、
公
的
年
金
で
す
。

わ
が
国
の
公
的
年
金
制
度
は
、

①
す
べ
て
の
人
が
国
民
年
金
か
ら
生

活
の
基
盤
と
も
い
う
べ
き
共
通
の

基
礎
年
金
を
受
け
、
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
た
人
に

は
、
上
乗
せ
の
年
金
を
受
け
る
二

階
建
て
の
年
金
と
す
る
。

②
年
金
の
給
付
水
準
と
負
担
（
保
険

料
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
将
来

の
負
担
を
軽
く
す
る
。

③
す
べ
て
の
婦
人
に
独
自
の
年
金
権

を
保
障
す
る
。

④
障
害
者
に
対
す
る
年
金
の
充
実
を

図
る
。

な
ど
を
柱
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

が
本
格
化
す
る
二
十
一
世
紀
に
お
い

て
も
、
安
定
し
た
年
金
制
度
が
維
持

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
二
十
歳

に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、

き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
年
を
と
っ
て
老
後

の
こ
と
が
切
実
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
不
慮
の

事
故
に
あ
い
、
障
害
者
、
遺
族
に
な

っ
て
か
ら
で
は
間
に
あ
わ
な
い
の
で

す
。
あ
な
た
の
老
後
を
よ
り
充
実

Ｆ
コ
ー

L

II 」

》
■
』
函
炉
坤
■
毎
函
口
車
ぬ
ゅ
ロ
ロ
写
の
”
由
津
申
口
凸
寧
』
ぬ
■
ぬ
”
ぬ
の
幸
中
年
画
■
ぬ
』
《
■
》
ロ
や
』
わ
■
ぬ
た
画
■
ぬ
■
申
』
陣
由
壺
亭
口
鋒
や
』
“
匂
Ｐ
■
酉
へ
”
ウ
毎
口
■
匂
申
や
口
”
律
声
ｐ
戸
口
の
む
め
』
■
“
ぬ
含
め
や

埠
窓
阜
暁
口
ご
》
津
輯
口
車
の
口
Ｐ
碑
■
申
吋
、
■
、
車
殉
口
曲
や
車
写
■
悼
口
■
戸
口
■
ロ
”
ロ
ロ
”
■
凍
卓
戸
凸
亭
。
■
》
ロ
画
韓
向
戸
口
釣
ぬ
い
』
牟
画
再
々
由
の
究
竿
■
■
《
”
白
の
し
四
ｍ
】
口
内
ロ
』
口
■
輯
口
車
勾
陣
や
毎
つ
や
車
茸
や
印
■
の
ｍ
ｐ
ｍ
や
一
車
嘩
俸
軍
律
晦
亜
《

し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
す
べ
て

の
国
民
が
助
け
合
う
国
民
年
金
制
度

を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

｜
加
入
者
の
種
類
一

①
第
一
号
被
保
険
者

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
で
次
の
②
や

③
に
該
当
し
な
い
農
業
、
漁
業
従
事

者
、
商
工
業
な
ど
の
自
営
業
者
や
自

由
業
者
と
そ
の
家
族
及
び
学
生
。

③
第
三
号
被
保
険
者

会
社
員
な
ど
の
第
二
号
被
保
険
者

（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
被
保
険

②
第
二
号
被
保
険
者

現
役
の
会
社
員
な
ど
厚
生
年
金
保

険
被
保
険
者
や
、
公
務
員
な
ど
共
済

組
合
の
組
合
員
（
届
け
出
を
し
な
く

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
）
。
就
職
時
か
ら
七
十
歳

未
満
の
人
。

一

郡
（
ｕ
自
分
で
貯
金
や
個
人
年
金
”

，
に
加
入
す
る
の
と
は
違
う
岬

の
で
す
か
？

，
国
民
年
金
は
社
会
全
体
で
砥

‐
Ａ
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
岬

る
制
度
で
す
。
物
価
の
上
昇
な
州

ど
で
経
済
社
会
が
変
化
し
て
も
、
岬

Ｍ
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
叩

‐
な
い
よ
う
な
年
金
を
保
証
し
て
皿

、
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
や

‐
遺
族
年
金
で
、
万
が
一
の
場
合
皿

，
に
暮
ら
し
を
支
え
る
制
度
と
も
師

‐
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
さ
ら
に
加
入
中
に
支
払
っ
た
咄

岬
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
加

州
と
し
て
税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
孵

て
い
ま
す
。

寺
号
皇
置
自
邑
菖
呂
冒
曽
胃
冨
呂
弓
冒
目
員
９
８
も

且＆8

Ｐ
呼
句
今
”
”
』
■
四
Ｆ
由
宇
ロ
●
句
毎
雪
』
ぬ
』
ぬ
つ
ゆ
毎
句
向
ロ
ロ
》
申
単
”
、
口

少
杜

０

保
険
者
の
配
偶
者

事
業
所
か
ら
直
接

社
会
保
険
事
務
所

へ
の
届
出
と
な
り

ま
す
。
）

保
険
料
は
配
偶

者
の
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
全
体

で
負
担
し
ま
す
。

者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
ｃ

た
だ
し
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
。
（
被

－ 、
｣

1
国
底
零
金
⑨

一

睦
瓜

全
詫
び

OBQ8p0

消
火
器
点
検
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

相
次
い
で
い
ま
す
。

彼
ら
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
工
場
、
作

業
所
、
事
務
所
、
ス
ー
パ
ー
、
小
売

店
、
学
校
、
病
院
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

事
業
所
で
す
。

事
業
所
の
中
で
も
狙
わ
れ
や
す
い

の
は
、
受
付
や
派
遣
社
員
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
消
火
器
の
点
検
に
詳
し
く

な
い
人
で
す
。

手
口
を
知
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
は
防
げ

ま
す
。

▼
手
□
１
契
約
業
者
に
な
り
す
ま

し
て
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

（
予
告
な
し
で
突
然
訪
問
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
）

▼
手
□
２
契
約
書
で
あ
る
こ
と
を

隠
し
て
サ
イ
ン
を
求
め
ま
す
。

▼
手
□
３
金
額
を
見
て
絶
句
！
こ

こ
で
従
前
か
ら
依
頼
し
て
い
る
点

検
業
者
で
は
な
く
、
編
さ
れ
た
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

▼
手
口
４
支
配
を
強
要
。
サ
イ
ン

の
入
っ
た
契
約
書
を
持
ち
出
し
、

合
法
的
な
「
契
約
」
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
て
き
ま
す
。

高
額
な
請
求
に
あ
っ
た
場
合
は
相

手
の
言
っ
た
言
葉
や
、
そ
の
手
口
を

消
沈
鰹
密
の

に
よ
る
高
壼
鐘
禰
永
雁
ご

九
月
二
日
、
市
浦
小
学
校
に
お
い

て
火
災
発
生
を
想
定
し
た
遭
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

火
災
発
生
か
ら
通
報
、
避
難
と
火

災
を
想
定
し
た
訓
練
が
テ
キ
パ
キ
と

行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
タ
ン
ク
車
の
放
水
訓

練
を
見
学
し
、
消
防
職
員
に
よ
る

「
火
災
に
際
し
て
の
心
構
え
」
の
お

話
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
子
供
た
ち
か
ら
消
防
職
員

へ
の
質
問
で
は
、
子
供
た
ち
の
目
線

な
ら
で
は
の
鋭
い
質
問
が
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

記
録
し
て
お
き
、
弁
護
士
に
相
談
す

る
こ
と
が
最
も
確
実
で
す
。
ま
た
消

防
や
欝
察
に
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

練

わ

蕊
,や

』Ⅱノ

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

’

肖
、
、
刀
〃

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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|有料道路の料金割引社会実験のお知らせ実料金料 の

g月27日(月)午前0時～11月26日(金)深夜24時(全日）

みちの<有料道路や青森自動車道、東北自動車道の浪岡IC～青森ICでは、9月27日から11月26

日までの2ヶ月間、通行料金を割引する社会実験を実施します。

有料道路の料金を割引することにより、一般道路から有料道路へ交通の転換を促し、有料道路の

利用促進や周辺道路の渋滞緩和などの効果を検証することが目的です。皆様、ご利用下さい。

なお、この料金割引は実験的に実施されるものであり、実験期間終了後は通常料金に戻ります。

撮り引その1,§みちのく有料道路筆）

○料金：500円（大型車Ⅱは1,000円）

○支払：現金と特別通行券のみ割引対象

（従来の回数券や共通回数券は割引対象外）

※特別通行券は、青森県道路公社、みちのく

有料道路管理事務所、青森県庁消費生活協

同組合（県庁地下売店及び、八戸・十和田

の各合同庁舎売店）にて1枚から販売中

１
１

L害脂|その2:青森自動車道､東北自動享道、
○区間：青森自動車道の青森東、青森中央、東北自動車道の青森、浪岡の各ICの相互利用のみ割引

の対象。「実験区間外のICから実験区間内（浪岡IC･青森IC･青森中央IC･青森東IC)

のICを利用する場合は割引対象外です」

○料金：全車種が概ね半額

○支払：現金、ETC、ハイウェイカード、クレジットカード、別納カードが割引対象

、■識間嚇潰わ懸洗::識騨淵繼鐇総案溌協議鶏(青森測I掴這事務熊閥）謬馴アー溺熱=1Weg

岩
井
牧
場
等
に
お
い
て
㈱
ユ
ー
ラ

ス
エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
計
画
し
て

い
る
「
（
仮
称
）
市
浦
風
力
発
電
事

業
」
に
関
し
て
環
境
影
響
評
価
の
方

法
等
を
記
載
し
た
「
環
境
影
響
評
価

方
法
瞥
」
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
て

い
ま
す
。

◆
縦
覧
種
類

（
仮
称
）
市
浦
風
力
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
方
法
書

◆
縦
覧
場
所

市
浦
村
役
場
総
務
課

◆
縦
覧
期
間

平
成
十
六
年
十
月
五
日
㈹
～

平
成
十
六
年
十
一
月
四
日
嗣

※
閉
庁
日
を
除
く
上
記
期
間
中
の
九

時
～
十
七
時

二
極
称
一
売
壼
園
力
堯
雲
一
堯
壼
璋
簔

》
評
価
ち
ま
一
一
《
燕
壼
に
一
い
て

I

日時:10月24B(B)

午前9時～11時30分

場所：市浦小学校体育館

ﾉI

、 ノ

今、子どもたちは本番に向けて頑

張っています。隣近所お誘い合わせ

の上ご来場下さい。みな様のあたた

かいご声援をお待ちしています。

しお問い合わせ念62-2049

－＝一■一・一一一÷一七一甲一今一■－■－■一■一つ－曲一■－◆一凸一今一｡－-一▲－こ一●一宇一■－．－ﾏー

眼
科
診
療
日
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
診
療
科
眼
科

◆
診
療
日

月
・
金
曜
日

（
現
在
は
火
．
金
曜
日
）

◆
変
更
日

平
成
十
六
年
十
月
四
日
㈲
か
ら

※
受
付
時
間
は
今
ま
で
通
り
で
す
。

午
前
八
時
三
十
分
～
午
前
十
一
時

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

取
引
に
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

室
ハ
ニ
ー
ニ
一
二
（
内
線
一
九
）

公
立
金
木
病
院
か
ら

の
お
知
ら
せ

十
月
は
一
土
地
月
間
」
で
す

－－－－－－－－－-------も_---ﾆー ﾆーー --.---二F-----号-一一一一---------二---,--.竺苧_,__'－－－_ ー
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市浦村の人口と世帯数 平成16.9.1現在

。
‐亀’0Nをあ寄せくたさい

Bしらせ。｛
役場の電話は62-2111‐‘

6

乱
崖
匡
一
三

情報をお寄せください j

お し ら せ
役場の電話は62－2111
黒

や ← ＝

灘鋪爾舜溌溌蕊、瀧
一 一

甥
へ

一
・
い
昨
日
も

》
・
Ｊ
Ｌ
Ｔ
“

、
℃
０
．
０
。

”
Ｊ
ｄ
。
．
恥
・

弓
“
・
“
Ｊ

一
口
０
．
Ｖ

嘩
瞬
式

γ
詔
唆

巧
．
．
０
列

凸
．
“
凸

Ｐ
■
‐

寺
ロ
ロ
■
Ｉ
●
■
■

》
，
姥
写
■
、
画ﾕ､＝

…

’令

行
政
相
談
員
と
は
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
の

行
な
う
仕
事
の
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
や
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
、
も

っ
と
も
相
談
相
手
に
な
る
の
が
行
政

相
談
委
員
で
す
。

例
え
ば
、

○
苦
情
を
申
し
出
に
く
い
ｃ

ｏ
ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
。

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措
置
に

納
得
で
き
な
い
。

※
口
頭
や
電
話
、
手
紙
で
も
結
構
で

す
。

◆
定
例
相
談
日

十
月
十
九
日
㈹
・
二
十
日
㈱

午
後
一
時
～
四
時

◆
会
場

青
森
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
市
浦
和
室

◆
相
談
員

三
和
孝
徳

（
相
内
字
相
内
一
三
三
）

冠
○
一
七
三
’
六
二
’
三
○
七
○

◆
日
時

平
成
十
六
年
十
月
十
七
日
⑧

（
受
付
〉
十
時

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

く
夕
椙
謎
は
奉
料
で
懇
霊
巷
守
り
ま
す
〃
，

今
、
食
育
を
考
え
る

～
食
と
子
育
て
～

●1■■■､■PpI守寺句4口■■●■P｡=D争,●●●I●1p■■pロ句､－■‐◆ーの｡ー争一 ●－｡I■■■■■q■■■■｡－｡－守一寺一◆－◆一◆一色一●一■4■■■■●q■■■■●－‐一e－e－e－●一◆ー●一○q■■■■

〈
開
始
〉
十
時
三
十
分

〈
終
了
〉
十
二
時

◆
会
場

中
里
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

「
パ
ル
ナ
ス
」
大
ホ
ー
ル

北
津
軽
郡
中
里
町
紅
葉
坂
二
一
○

金
○
一
七
三
’
六
九
’
二
二

◆
講
演

○
演
題
「
今
、
食
育
を
考
え
る
」

ｌ
食
と
子
育
て
ｌ

ｏ
講
師水

戸
昇
氏
（
み
と
の
ぼ
る
）

○
水
戸
昇
教
育
相
談
所
所
長
・
仁
愛

高
等
学
校
講
師
、
喜
多
方
市
教
育

問
題
対
策
協
議
会
委
員
長
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
育
相
談
に
取
り
組
む

一
方
で
年
間
約
六
十
回
ほ
ど
の
講

演
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
ｃ

◆
入
場
料
無
料

※
皆
で
楽
し
く
昼
食
を
ｌ
自
然
農
法

産
自
然
食
品
（
ぶ
た
汁
・
お
に
ぎ

り
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

◆
開
催
日

平
成
十
六
年
十
月
十
六
・
十
七
日

◆
催
し

○
児
童
の
作
品
展
示（

約
一
○
○
○
点
）

お
茶
席
Ｉ
無
料
体
験
（
数
量
限
定
）

お
花
ｌ
Ｍ
Ｏ
Ａ
光
輪
花
体
験
・

無
料

第
５
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

津
軽
北
部
児
童
作
品
展
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◆
主
催

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
津
軽
北
部

児
童
作
品
展
実
行
委
員
会

菊
池
愛
子

北
津
軽
郡
中
里
町

深
郷
田
字
富
森
六
○
’
一

盃
○
一
七
三
’
五
七
’
二
七
五
二

平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
、
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
が

一
部
改
正
と
な
り
ま
す
。
改
正
内
容

に
つ
い
て
は
、
年
齢
が
六
十
五
歳
以

●
●
●

上
で
新
た
に
重
度
障
害
者
と
な
っ
た

場
合
、
助
成
対
象
外
と
な
る
こ
と
と
、

入
院
時
食
事
療
養
費
の
助
成
も
対
象

外
と
な
る
こ
と
で
す
。

《
例
》

○
平
成
十
六
年
十
月
一
日
以
降
に
六

十
四
歳
で
重
度
手
帳
が
交
付
と
な

っ
た
↓
対
象

○
平
成
十
六
年
十
月
一
日
以
降
に
六

十
五
歳
で
重
度
手
帳
が
交
付
と
な

っ
た
↓
対
象
外

○
六
十
三
歳
で
身
体
障
害
者
手
帳
四

級
の
交
付
を
受
け
た
が
、
障
害
が

重
く
な
り
平
成
十
六
年
十
月
一
日

以
降
に
六
十
五
歳
で
身
体
障
害
者

手
帳
二
級
の
再
交
付
と
な
っ
た
↓

対
象
外

＊
「
重
度
手
帳
」
…
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
・
二
級
、
療
育
（
愛
護
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ
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手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
一
級

受
給
資
格
は
、
申
請
時
に
重
度
手

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
交
付
〈
再
交

付
）
年
月
日
と
生
年
月
日
に
よ
り
確

認
し
ま
す
。
（
判
定
は
申
請
日
で
は

な
く
手
帳
の
交
付
日
で
行
い
ま
す
）

な
お
、
入
院
時
食
事
療
養
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
六
年
九
月
診
療
分

ま
で
助
成
の
対
象
と
し
、
平
成
十
六

年
十
月
診
療
分
か
ら
は
助
成
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

市
浦
村
役
場
・
住
民
福
祉
課

云
○
一
七
三
’
六
二
’
二
二
一

（
内
線
三
○
）
担
当
率
米
谷礫

大字名 前月人口 人口 世帯数

相内 1,161 1,157 407

桂 川 52 52 21

大イ田 235 232 82

脇 元 493 492 200

磯松 280 280 109

十三 785 779 267

計 3,006 2,992 1,086



広報己〆うら ⑭

…
「
平
成
十
二
年
度
児
童
生
徒
の
健

康
状
態
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
報
告

書
」
に
よ
る
と
、
学
校
で
の
体
育
や

休
み
時
間
の
遊
び
、
部
活
動
、
帰
宅

最
近
、
肥
満
傾
向
の
子
ど
も
が
一

九
七
○
年
か
ら
二
○
○
○
年
ま
で
の

三
十
年
間
で
二
～
三
倍
に
増
加
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
学
童
期

の
子
ど
も
で
は
、
十
人
に
一
人
の
割

合
で
肥
満
傾
向
が
あ
り
、
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肥
満
と
は
、
異
常
に
大
量
の
体
脂

肪
が
体
内
に
溜
ま
っ
た
状
態
を
言
い
、

こ
れ
が
原
因
で
高
血
圧
や
高
脂
血
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

と
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
大
人
で
も

子
ど
も
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
子
ど
も
の
肥
満
が
増

加
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
子
ど

も
の
肥
満
が
増
加
す
る
原
因
と
し
て
、

現
代
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。 健康

岡
艸
側
凹
晒
胸
醐
朏
州
…
Ⅷ
叫
聞
叫
悩
側
腓
冊
Ⅱ
揃
翫
朏
別
腱
、
罵
呵
胴
魍
い
、
ｒ
‐
ぜ

…
朝
食
を
食
べ
ず
に
学
校
に
行
く
子

ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

②
で
述
べ
た
「
遅
寝
遅
起
き
」
の
生

活
習
慣
か
ら
つ
な
が
る
こ
と
で
す
が
、

朝
起
き
れ
ず
、
登
校
時
間
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
寝
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
朝
食

を
食
べ
る
時
間
が
な
い
、
食
べ
る
気

後
の
屋
外
で
の
遊
び
な
ど
で
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
一
週
間
の
総
時
間

数
を
調
査
し
た
結
果
、
十
～
十
二
時

間
以
下
の
者
が
小
・
中
学
校
で
半
数

以
上
を
占
め
て
い
て
、
あ
ま
り
体
を

動
か
し
て
い
な
い
状
況
が
わ
か
り
ま

し
た
。夜

型
で
「
遅
寝
遅
起
き
」
の
生
活

習
慣
の
子
ど
も
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
遅
寂
遅
起
き
」
の
生
活
習
慣
は
、

朝
す
っ
き
り
起
き
れ
な
い
、
学
校
に

行
っ
て
も
元
気
が
な
い
、
勉
強
に
集

中
で
き
な
い
な
ど
学
校
生
活
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
ｃ
ま
た
、
夜
遅
く

ま
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
食
べ
る
夜
食
の
習

慣
が
定
着
し
、
そ
れ
が
肥
満
の
原
因

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

夜
型
の
生
活
習
慣ｒ

０
０
、

が
し
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
食
べ
な

い
子
ど
も
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

朝
食
を
食
べ
な
い
と
学
習
能
力
の
低

下
、
そ
し
て
気
持
ち
が
イ
ラ
イ
ラ
す

る
な
ど
情
緒
面
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
ま
た
、
朝
食
を
食
べ
な
い
と

昼
か
ら
夜
に
か
け
て
の
食
事
の
量
が

多
く
な
り
、
肥
満
の
原
因
に
つ
な
が

り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
肥

満
は
生
活
習
慣
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
ｃ

「
遅
寝
遅
起
き
」
の
生
活
習
慣
か
ら

「
早
寝
早
起
き
」
の
生
活
に
切
り
替

え
る
こ
と
で
、
朝
食
を
余
裕
を
持
っ

て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
朝
食
を
食

べ
た
刺
激
で
快
調
な
排
便
が
で
き
、

心
も
体
も
元
気
に
学
校
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
勉
強
に
集

中
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
や
部
活
を
元
気

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
良
い
生
活
習
慣
づ
く
り
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
（
幼
児
期
）
の
積
み

重
ね
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
手
本
と

な
る
親
や
家
族
自
身
が
良
い
生
活
習

慣
を
し
て
い
き
、
子
ど
も
に
目
を
か

け
、
声
を
か
け
、
手
を
か
け
て
、
子

ど
も
の
良
い
生
活
習
慣
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

孵
払
酔
い
蝿
珂
轆
凋
咋
驍
詞
砕
に
肥
純
弧
畦
癩
脚
叩
、
即
腺
御
咽
畦
閥
咄
鄙
隅
皿
祀
、
醐
祁
狸
刑
祁
潤
削
配
湘
加
配
晒
蝿
】

奈成豊

▼
お
誕
生

み
麗
さ

三
和
美
咲
（
相
内
）
公
也

そ
う
た

八
木
澤
楓
太
（
十
三
）
康

《ノ

ィ
l

、 三 里

▼
お
く
や
み

島
正
子
（
十

田
勇
治
（
脇

良
タ
キ
（
太

《
ず

▼
ご

上村

鰯
臭

浩
彦
（
十
和
田
湖
）

千
穂
子
（
相
内
）

結
婚膿綴

二コ

田元三
一一一

896984
歳歳歳

今
回
、
夏
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
取

材
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
市
浦
村
と

し
て
は
最
後
、
と
言
う
た
だ
し
書
き
が

つ
い
て
そ
の
度
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ

る
思
い
が
し
ま
し
た
。
そ
の
裏
で
祭
り

を
盛
り
上
げ
よ
う
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
存
続
き
せ
よ
う
と
い
う
実
行
委
員
の

心
意
気
が
感
じ
ら
れ
少
し
は
寂
し
さ
を

紛
ら
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

十
三
地
区
で
は
、
踊
り
が
立
つ
の
か

と
思
わ
れ
る
ほ
ど
お
祭
り
広
場
は
閑
散

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
何
と
し
て
も
存

続
を
と
願
う
住
民
の
熱
意
で
終
盤
は
大

き
な
輪
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
の
熱

意
が
郷
土
芸
能
を
こ
れ
か
ら
も
存
続
さ

せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

シ
ジ
ミ
と
言
え
ば
私
は
小
さ
い
時
か

ら
な
じ
み
が
深
い
。
毎
日
の
食
卓
に
は

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
上
っ
て
い
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
し
か
も
遊
泳
し
な

が
ら
自
分
で
と
っ
て
食
べ
て
も
い
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
身
近
だ
っ
た
の
で
す
。

今
は
と
い
う
と
、
高
級
品
に
な
っ
て
し

ま
い
地
元
で
も
簡
単
に
は
口
に
入
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
、
地
産

地
消
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う

少
し
価
格
を
抑
え
て
く
れ
た
ら
毎
日
で

も
食
べ
た
い
。
そ
れ
ほ
ど
お
い
し
い
食

品
で
も
あ
る
。

広
報
し
う
ら
八
月
号
、
四
ペ
ー

ジ
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

③
柏
谷
和
洋

⑮
柏
谷
優
太

⑥
⑧
⑥
③

⑤お
詫
び
と
訂
正 ③

溌鶏
… 。■■■

｜
｜口

膿
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燕
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